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　　　Iw〇一ima（Sulphur　ls1and）1ics　on　the　lzu－Mariana　ls1and　Arc　between24045’and

24049’north1atitudc　and141o17’and141021’east1ongitude，It　consists　of　Motoyama，

a　broad　dome　cut　by　mar㎞c　tcrraces，at　thc　northeast，and　SuTibachi－yama　at　the

southwest，with　an　undulating　isthmus　c刎1ed　Chidorigahara　in　between．Motoy㎝a，

about120m　high　above　the　sea，iscomposedofatrachyandesite1avanowwith
l　cm－thick　g1assy　skin　overlain　by　unconsolidated　and　conso1idated　pyroc1astic　mate正ia1s．

Their　gmin　size　gradua11y　decreases　upward　from　obsidian　bombs　and　pumi㏄b1ocks

upto1m　long　to　pumice　ash－From　the　surface　downward，the　fine　pyroc1astic　materia1s

have　changcd　into　light－gray－buff　tuff　in　which　scconda正y　ana1cite，mordenite　and

montmormonite　werc　formed．Thc　front　of　the汕cration　ob1ique1y　cuts　the　bedding

p1anes．Suribachi－yama，about160m　high，consists　of　thc　lower　pumicc　breccia，thc

midd1e　trachyandesite　lava　ilow　and　the　uppcr　pyroc1astic　cone．The　isthmus　is　under1ain

by1oose　vo1canic　ash　and　fine　cinder．Several　cora1reefs　m出nly　of8卯1oρんo畑sp．

attached　to　the　tuff　havc　bcen　found　in　the　midd1c　of　Motoyama．

　　　Probably1ate　in　Plcistocene　or　in　Recent，a　sha11ow　submarine　volcanism　took　p1ace

at　t11c　prcscnt　sitc　or　Motoyama．First，1ava　quietly　nowed　out　on　the　sea　noor　to　form　a

flow　with　glassy　carapace．Then，the　vo1canic　activity　became　explosivc　and　obsidian

bombs三md　pumicc　of　various　sizes　wcre　thrown　out　into　sea　water　and　possib1y　into　the

出r－Zeo1itization　and　argil1ization　p正ogressed　from　the　surface　or　the　ncw　water－soaked

deposit　to　hardcn　loose　fine　g1assy　ash，The　consolidated　ash　or　zeolitized　tuff　was　rigid

enough　to　keep　the　gmwth　of　cora1rcefs　on　its　surface．The　growth　history　of　Suribachi－

yama　is　not　ccrtain，but　at　least　the　upper　pyroc1astic　cone　is　subaeTia1－Fo11owing　the

loca』doming　of　Motoyama　area，Motoyama　and　Suribachi－yama　were　connected　by　a
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spit．Many　so1fataras　and　sma11sca1e　fau1ts　h罰ve　been　active，and　upheaval　has　been

progressingespccia1ly　in　Motoy…ma　area．

1．まえがき

　硫黄島は東京の南方洋上約1，200km，火山列島（硫黄列島）に属する北硫黄島と南硫黄島

とのほぼ中間に位置し，現在でも噴気活動や地盤変動の活発な火山島である．

　筆者は1968年8月20日から同31日までの12目問，政府派遣硫黄島総合調査団（団長：

高橋博）第2班の一員（地質担当）として同島に滞在し，地質調査を行なった．ここでは，当

時の調査および多くの研究者によって公表された論文をもとにして，同島の地質および岩石に

ついて簡単に述べてみたい。筆者の現地調査はまだ不十分であり，後日機会が得られれぱ補足

調査を行ないたい．

2．今までの研究

　硫黄島の地質・岩石にっいては，菊池（1888），Petersen（1891），脇水（1907a，b）

および本間（1925）によって，簡単な報告がなされている．その後，津屋（1936a，b）に

よりやや詳細な論文が発表された。第2次大戦末期から戦後の米国統治期にかけては，地下水

調査（Swenson，1948；Macdona1d，1948），噴火の危険性o）調査（Krauskopf，1948）あるいは

1957年の小規模な水蒸気爆発の調査（Corwin　and　Foster，1959）の際に，本島の地質一般に

ついていくつかの新知見が加えられた．岩石の記載・化学組成については，Washi㎎ton

（1917），佐藤（1925），Kozu　and　Watambe（1928）およぴ岩崎（1937）によっても

発表されている。また，地熱分布にっいては豊島（1925．1932）の論文が，噴気孔にっい

ては岩崎（1936）の論文がある．これらの結果は，Kuno（1962）によって，活火山カタ

ログ中にまとめられている．

　1968牛6月26目，硫黄島がほかの小笠原群島や沖ノ鳥島・南鳥島とともに目本に返還さ

れた直後，森本ほか（1968）により同島の異状隆起に関する概査が行なわれ，続いて関係省

庁職員によって組織された硫黄島総合調査団により，地形測量，地質調査，火山観泓地電流

・地磁気観測，験潮および傾斜・地割れ活動調査が行なわれた（硫黄島総合調査団，1968；

辻ほか，1969）．

3．地　　　質

硫黄島は本州中央部から南南東にのぼる伊豆一マリアナ島弧の上，掘章24．45L24．49’，
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図1　硫黄島の位置図．海上保安庁水路

　　　部発行（1966）目本近海海底地形

　　　図第1および第2（海図no・．6301

　　　および6302）による．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1フ東経141．17L141，211の間にあり，北東一南西径8㎞，最大幅4．5㎞，面積約22㎞一の平坦

な火山島である（図1，2）．

　本島は，地質学的には，北東部の元山，南西部の摺鉢山，およびそれらの間をつなぐ，一番

新しい地質単元である千鳥ケ原の地峡に分けることができる（図2，3）．元山と摺鉢山との

新旧関係は，したがつて，不明である．

一7一



国立防災科学技術センター研究速報　第23号 1976年3月

○トー

・。m柵o
MOfOyOmO

o

KOng6－lWO

119．8・

Hφトi－1閉兵

　　　　／

Cグ而
0　　　　　1　　　　2km

］」働㎞i㎞、ト岬

図2　硫黄島び）地形図．国土地理院発行（1968年測量）2万5
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図3　硫黄島の地質図一1　砂および礫，2　軽石質火山礫お

　　よび火山灰・3　スコリアおよび凝灰岩（火砕兵），4

　　溶岩流，5　軽石角礫岩，6　火砕岩，7　溶岩流，8

　　火砕岩の走向および傾斜，9　断層（短かい棒で示した

　　側が落下側）一段丘礫層は省略してある．
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　元山は海抜約120m，直径4－4．5㎞の低平な円頂丘である．元山を構成する最下位の岩層

は，北東一東海岸に露出する粗面安山岩溶岩である．この溶岩は表層部約1㎝が黒曜石状で，

その部分には1ないし2・3㎝の間隔で割れ目が縦横に走っている．それより内部は暗灰色，

結晶質で粗い亀甲状の節理が発達している．場所によっては直径5mをこえる枕状構造の見ら

れる部分もある．これらのことから，この溶岩は水（海）中に流出したものとみて間違いなか

ろう．Kaneoka　and　others（1970）によって，この溶岩のK－Ar年代が測定され・O・03

m．y．の値が得られているが，空気に由来する40Arの混入率が98．3％と高いたぬ信頼度

は低い．

　この溶岩流は，溶岩表面が浸食を受けるような著しい時間的な間隙なしに，火砕岩にアバッ

トの関係で覆われている．津屋はこの火砕岩を元山凝灰岩（津屋，1936a）あるいはMotoyama

b1uff　tuff（Tsuya，1936b）と呼んでいる、全体的にみると，溶岩流直上では，最大径1mに達

する牛ふん状火山弾を含む集塊岩（かど張った石質岩片，まれに水磨された円礫を含む）で，

上部に行くに従って細粒になり，南および北西海岸に露出する最上部層は，石質岩片を欠き，

斑晶斜長石の乏しい細粒ガラス質凝灰岩である。火砕岩の層厚は，現在保存されている限りで，

およそ150mと概算される．火砕岩の中から化石は発見されていない．

　東海岸の海食崖に露出する，この火砕岩層を遠望すると，粗粒な下部層は灰色の色調を呈し，

細粒な上部層は褐色を呈している．前者は未固結に近く，後者は通常の岩石標本を採取できる

程度に固結している．両者の境界面は，細かく観察してみると，層理面と斜交している・褐色

を呈しているのは，変質によって生じたモンモリロナイトが風化しているためであり，また固

結の原因は生じた沸石がバインダーの役割を果たしているからである．

　火砕岩層の下部は，大まかな層理のみられる，淘汰の悪い集塊岩ないし軽石角礫岩で，すで

に述べたように大型の火山弾を含む．火山弾の表層部約1cmは溶岩流の表層部と同様に黒曜石

状である．本質岩塊としては軽石が主体であり，そのほかに不規則な形の黒曜石片がある．軽

石は水飴色で，長く伸びた気孔を有する．これらのほかにかど張った石質岩片として粗面安山

岩・閃長岩・変質岩などが含まれる．水磨された石質粗面安山岩の円礫がまれに見いだされる．

粗粒火砕岩中に斜層理の見られることがある・

　火砕岩は，大きくみて，上部に行くほど細粒になり，南および北西海岸に露出する最上部層

では，細粒ガラス質凝灰岩である一この凝灰岩は風化面では褐色を呈しているが，新鮮な破断

面では青灰ないし黄白色で，長く伸びた気孔を有する径5m以’Fの黒っぽいスコリァ片を点点

と含んでいる．また，この凝灰岩には，数Cm単位の級化成層構造，コンボルート葉理および斜

層理が発達している．集塊岩が溶岩流表面の凹所を埋め立てるように堆積していることや，細

粒火砕岩中に上記の堆積構造が見られることから，火砕岩層全体も水（海）中で堆積したもの

である．

　元山の北東一東海岸に露出する溶岩流を，津屋（1936a，b）は避入岩（元山遊入岩あるい
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はMotoyama　intrusive　rock）と記載している．津屋qg36a，P．35－36）によると，この

岩体が碑の元山凝灰岩層の下部を貫く’標式的の一露出は元山北東海岸中央部の製塩所より南

東方に約1㎞距たつた所の現海蝕崖に見られる（第4図およぴ第5図）．此海蝕崖は約10mσ塙

さを有し，大部分元山凝灰岩（凝灰角礫岩及ぴ砂質凝灰岩）及ぴ之を貫く粗面岩より成り，厚

さ1m足らずの段丘砂礫層に依って蔽われている一粗面岩が鰯灰岩を貫く状態は極めて明瞭で

あって・前者の襖状分枝が0．5～1mの厚さを以って側壁をなす後者中に貫入し，各分枝は数

米の長さで尖滅してゐる・粗面岩の凝灰岩に接する部分は漆黒の黒曜石を成し，貫入時に急激

に冷却せる事を示し，内部は灰色石質で比較的徐々に冷却せる事を示している・．この露

頭は記述された方位およぴ距離関係と示された写真（津屋，1936a，P．35の第5図）とから判

断すると，金剛岩の南西方約200mの旧海食崖にあたるものと思われる．しかしながら，ここ

では，津屋qg36a，脾35）の第4図（本報文の図4）に模式的に示されたように，・遊入・

岩体の末端が鋭く尖滅することはなく，図5に示すように鈍端で終わっている．露頭に向かって

左下の部分は黒曜石質皮殼を有す

る水冷溶岩流で，その上位にあっ

て斜層理の見られる黄色火砕岩は

溶岩流上層部が破砕し，二次的に

堆積したものであろう．右上の部

分の暗灰色軽石凝灰角礫岩は両者

をアバットの関係で覆ったもので

ある．

　火砕岩の層理は，一般に海に向

かって5沈いし10コ傾斜してお

り，最大傾斜は約15。

である（図3）．固結し

た細粒火砕岩には大ま

かな節理が見られ，そ
　　　　　　　　　　　ε
の方向は元山最高点を◎

中心にして放射状およ

び同心円状で，前者が

後者よりも顕著である

このことは空中写真か

らよく読み取れる・元

山の南海岸では，同心

円方向の節理は北へ

／　十
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図4　元山北東海岸製塩所南東方海崖（金剛岩σ）南

　　西方約200mの旧海食崖）における元山遊入岩

　　　の露出を示す様式断面図（津屋，1936a，p．35

　　　の第4図）．1　元山凝灰岩層，2　元山遊入

　　岩，21黒曜石，3　段丘砂礫層

竹

、

、

／
‘

図5　図4と同一地点と思われる崖のやや模式化したスケッ

　　　チ（一色原図）一1　暗灰色軽石凝灰角礫岩　2　水冷

　　溶岩流，2’水冷溶岩流の黒曜石質皮殼，2”斜層理

　　　の見られる火砕岩，3　段丘礫層、
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80。ないし85。と急斜している．火砕岩を切る断層が所所で観察されるが，いずれも規模が小

さいので，地質図（図3）にはホさなかった．元山南東の旧海食崖では8個の正断層が観察さ

れた．火砕岩を刻んだ小谷の北1番目の断層のみが走向ほぼ東西（？），傾斜65。北，北落ち

で．その北の2個は走向北70。西，傾斜65。南，南落ち，および北65。西，65。南，南落ち

であった．後2者の走向を延長すると元山中心部に向かう．小谷の南側の崖面にも5個の断層

が観察され，走向を厳密に測定することはできなかったが，すべて南落ちであった・

　元山中央部の凝灰岩露頭には，さんご化石81γ10ρ乃（〃sp一が着生していることが知られてい

る（脇水，1907a，b）．このことは，さんご着生以前に，ガラス質火山灰が沸石化作用を受け

て固結していたことを示している・

　元山山体には，最大10段にも達する，部分的に円礫層に覆われた・海成段丘（高さ数mな

いし20m）が発達している。

　摺鉢山は海抜161．0m，直径O．8－1㎞の蔵頭円錐丘である一摺鉢山を構成する最1F位の

岩層は，大まかな層理の見られる淘汰の悪い軽石火山礫凝灰岩一角礫岩で，板状斜長石の集合

斑晶を有する水飴色の軽石片と，発泡度の低い黒色ガラス質本質岩片（黒曜石）とからなり，

類質あるいは異質の石質岩片はきわめて少量しか含まれていない．上述の特徴からみて，陸上

噴火による陸上への降下堆積物でないことは確かであるが，その生成環境や堆積機構を証する

事実に乏しい．厚さ20－30mの粗面安山岩溶岩流は直接あるいは斜層理のある砂質シルトを

はさんで角礫岩の上位にくる．砂質シルト層に接する溶岩流下底部は凹凸に富み・突出部は砂

質シルト層に食い込んでいるように見える．下底部は変質が著しいため筆者には確認できなか

ったが，津屋（1936a，p．42）によると黒色ガラス質であるという．また，砂質シルト層が

溶岩流によって赤く焼かれているところは観察されなかった．これらの事実は，少なくとも溶

岩流の一部が水（海）中であったことの証拠かも知れない・この溶岩流は北北東から南南西に

ゆるく傾斜している．摺鉢山の上半部はスコリァ（あるいは軽石）と帯桃灰ないし灰色の凝灰

岩との互層からなる火砕丘で，直径約300m，深さ約60m，西縁の一部を欠く山頂火口を有

している．下位の溶岩流との関係は，摺鉢山の北腹で見られ　ここでは溶岩流表面の凹凸に平

行に層理を有する凝灰岩が覆っている．このことから，火砕丘は陸上に建設されたものといえ

る．摺鉢山の北北西海岸には，軽石角礫岩にアバットした形で，淘汰やや良好で層理の見られ

る軽石火山礫一火山灰が露出し，北北東へのびている．これは水（海）中堆積物と考えられ・

摺鉢山地区では段丘礫層を除き，最も新しいものであろう・海成段丘は海抜20－30m付近に

1ないし2段ある．段丘礫層の礫種は主として粗面安山岩溶岩で，まれに円磨されたさんご片

を含む．円礫の間は砂でみたされている．

　元山と摺鉢山との間の干鳥ケ原と呼ばれている地峡は，主として淘汰のよい砂層（砂丘砂お

よび現在の海浜砂）からなるが，その下位には段丘礫層が存在する・この地峡地区では・旧千

鳥飛行場滑走路や道路を切った，東西性および南北性の小断層が多数観察される・それらのう
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ち・おもなものを図3に示した・一般に落差は小さく，走向ずれはないかきわめて小さい．

　硫牽島の西方にある釜岩は・褐色の細粒ガラス質凝灰岩ないし黄灰色軽石火山礫凝灰若か’、

なり1少なくともその一一部は変質して方沸石やモンモリロナイトを生じている．釜岩の北方に

ある監獄岩や，硫黄島の東方にある東岩は未踏査である．

4・地　　　史

　前章に述べた筆者の野外観察結果と・今までの研究者σ）論文をもとにすると，次のような地

史を組み立てることができる．

　更新世末あるいは現世にはいってから，伊豆一マリァナ島弧上にある現在の硫黄島の位置で

火山活動が始まった．元山の活動は比較的浅い海底で行なわれた．最初に溶岩が海底に流出し，

引き続いてやや爆発的な活動が起こり，火山弾・軽石・火山灰などの本質物質とともに石質岩

片（粗面安山岩・閃長岩・変質岩など）が海中に批出された．それらの一部は空中まで高くふ

き上げられたかも知れない・その後・それら火砕物は海底に比較的静かに堆積してい一、た、堆

積後に，細粒な表層部から、場所によっては10m以上の深部まで，沸石化作用が進行し．さ

んごが着生しうるほどの堅さまで固結した・元山の東海岸に露出する溶岩流のト部の集塊岩質

部には石質粗面安山岩の円礫が，また溶岩流を覆う粗粒火砕岩中には凝灰岩の角礫が含まれる

ことからみて・このような型式の火山活動は少なくとも2度は繰り返えされたらしい、

　摺鉢山の形成史については不明の点が少なくない．しかしながら，摺鉢山の上半部を構成す

る火砕丘が陸上噴火の産物で，その主体が陸上堆積であることは問違いない．

　海底火山であった元山地区は・火砕岩を刻む海成段丘や細粒火砕岩に見られる放射状および

同心円状節理系の存在からわかるように，ドーム状に隆起し，海面上にその姿を現わした．摺

鉢山地区とはこの過程で地続きになったのであろう一近年になってからも隆起現象は起こって

おり・本甲（1925）によると・北東海岸の旧製塩所付近（金剛岩付近）で，1919年から1923

年にかけての約4年間に3・2m隆起し，また渡辺（1968）によると，第2次大戦前には1年

に3分の1m程の割合で隆起が続いていたといわれている．

　硫黄島では・現在でも・噴気活動が活発に行なわれている（豊島，1925．1932；岩崎，

1936；森本ほか，1968）・また，1922年7月（豊島、1925．1932），1935年（森本ほか，

1968），1957年3月28目（CorwinandFoster，1959），1967年12月23目（森本ほか，

1968），1968年6月20目頃（森本ほか，1968）および1969年1月12日（Suw，in　Vo1．

cano1ogica1SocietyofJapan，1969；気象庁，1970）に小規模な水蒸気爆発が起っている．
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5．岩　　　石

　硫黄島を構成する火砕岩および溶岩流は，結晶度の差はあるが・すべて粗面岩に近い粗面安

山岩で，直径1㎝に達する板状のアンデシン斑晶を特徴的に含んでいる．

　元山　元山東海岸に露出する粗面安山岩溶岩流は，表層部1㎝程は黒曜石質で・内部は暗灰

色で流理構造が認められる．径1㎝に達する板状の斜長石斑晶が散在する・鏡下では・斑晶と

してアンデシン・かんらん石（径1m前後）．普通輝石（径1㎜前後）・鉄鉱（径0・2㎜前後）

表1　硫黄島の岩石の化学組成

元　　　　　　！．1j 摺鉢山 同　源
深成岩片

1　　■　■

1 2 3 4 5 6 7
SiOワ　　】

59．60 58．45 58．83 58．56 58．91 58．59 60．55
Ti02 O．86 0．85 1．02 0．78 0．82 0．74 0．85
A1203 16．81 18．05 18．09 18．13 17．71 16．54 17．29

F・203 0，83 3．20 1．57 1．80 2．81 5．46 2．72
FeO 5，87 3．83 5．23 5．13 2．67 1．11 3．22
MnO O．26 O．1O 0．30 0．20 0．16 O．20 0．19
MgO 1．34 1．12 1．07 1．01 O．88 O．97 1，12
CaO 3．10 3．53 3．12 3．37 3．47 3．44 3．22
NaワO　一

6．11 6．！9 5．96 6．34 6．01 6．20 5．37
KワO　】

4．17 3．81 3．68 3．61 3．94 3．69 4．36
p205 O．50 O．42 O．51 0．46 0．49 O．37 O．28

H20＋ 0．25 O．2戸 O．54＊ 0．43＊ 0．34 2．42＊ O．53

H20一 O．10 ■ ■ 一 0．30 一 0．21
（C・，Y》03 n．d．＊ O．003 O．005 O．001 n．d． 0．007 n．d．

Z・02 n．d． O．009 0．013 0．010 n．d． 0．O05 n．d．

BaO n．d． O．127 0．133 0．130 n．d． 0．129 n．d．

S n．d． 0．043 O．060 0．054 1．72 0．527 n．d．

Tota1 99．80 100．002 100．131 100．015 100．23 100．398 99．91

＊灼熱減量　＊＊notdetemincd（測定せず）
1、かんらん石普通輝石粗面安山岩（ガラス質）．元山北東海岸．分析者：田中専三郎
　　（津屋，1936a，b）

2　同上（暗黒色綴密）．元山東部．分析者：岩崎岩次（岩崎，1937）
3　同上（岩体表層σ）黒曜石質部）．元山北東海岸，製塩所の南東方約1㎞の海岸の波
　　打際の崖（金剛岩σ）南西方約200mの旧海食崖）．分析者：岩崎岩次（岩崎，1937）
4．同上（岩体内部の暗黒色織密部）．産地同上．分析者：岩崎岩次（岩崎，1937）

5．かんらん石普通輝石粗面安山岩（結晶質）．摺鉢山南東側海岸，分析者：田中専三

　　郎（津屋，1936a，b）
6．普通輝石かんらん石粗面安山岩（帯赤灰色級密）．摺鉢山北東部山腹．分析者：岩
　　崎岩次（岩崎，1937）
7　閃長岩．産地不詳．分析者：牛島（本間，1925）
（注）　Petersen（1891），Washingt㎝（1917）および佐藤（1925）によっても岩石の化学分

　　　析値が公表されている．
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およぴ燐灰石（長さ0－2m前後）が認められ，石基はきわめて細粒で，オリゴクレス（長さ

O・0ラ㎜前後）・単斜輝石・アルカリ長石および燐灰石が識別される、粒度の差によって示され

る流理構造が見られる一化学組成は表1，nos．1－4に示してある．

　火砕岩中の本質岩片はガラス質で，綴密な黒曜石から多孔質の軽石にまでわたるが，斑晶鉱

物組成は溶岩流と同じであり，化学組成もおそらく同様であろう．細粒なガラス質凝灰岩は，

鏡下では，長さ3㎜以下の軽石片（長く伸びた気孔を有する）からなる．軽石片は，現在，モ

ンモリロナイトに変っており，軽石片の表面や気孔壁には魚卵状の方沸石が生じている．更に

その表面に針状のモルデン沸石が付着している（粘土および沸石の鉱物種はX線回折により確

認）．これら沸石が軽石片のバインダーの役割を果し，粗しょうではあるが固結した岩石にし

ている・青灰ないし黄白色（風化面では褐色）の色調はモンモリロナイトの存在によるもので

ある一軽石片のほかに，斑晶としてアンデシン（長さ2㎜以下）．かんらん石後の仮像と思

われる粘土鉱物・普通輝石・鉄鉱および燐灰石がある．森本ほか（1968）は，すでに，元山

北海岸で採取した淡黄褐色細粒凝灰岩，および南海岸や東海岸で採取したやや粗粒な凝灰岩か

ら，方沸石とモンモリロナイトとを見いだしている．

　元山東海岸の軽石角礫岩や集塊岩には，灰白色でミァロリティック孔隙に富んだ粗粒完晶質

岩塊がまれに含まれている．筆者が採取した岩塊で最大のものは径10cmであった．代表的な

一岩塊は・鏡下では1アンデシンからアノーソクレスまで累帯した長石・アノーソクレス・普

通輝石（しばしばエジリンにまで及ぶ累帯構造を示す）・かんらん石・累帯構造を示す色の濃

いアルカリ（？）角閃石・鉄鉱・燐灰石およびきわめて少量の石英からなる．鉱物組成からみ

て・閃長岩と呼べるであろう・岩塊によって，あるいは同一岩塊内でも，粒度および苦鉄質鉱

物の含有量に差があるようである．これらは，本間（1925）によって，本島の北東海岸の

“火山岩屠層”そのほかから発見・記載された閃長岩（アルカリ長石・淡緑色普通輝石’エジ

リン輝石・かんらん石・カトホライト？・磁鉄鉱および燐灰石からなり，ミアロリティック孔

隙は褐色ガラスにみたされる），および津屋（1936a，b）によって，千鳥ケ原砂中から採取・

記載された閃長閃緑岩（オリゴクレス・アノーソクレス・単斜輝石・かんらん石・磁鉄鉱およ

び燐灰石からなり，結晶間隙に淡緑褐色ガラス）に相当するものであろう、本間（1925）の

論文にあげられた閃長岩の化学分析値を表1，㎞7に示す一これら閃長岩は粗面安山岩マグマ

がやや深い所で固結して生じたもので，爆発的活動によって閃長岩岩体が破砕されて，地表に

もたらされたものである．

　摺鉢山　摺鉢山に露出する粗面安山岩溶岩流は、その内部は新鮮な破断面では灰色，場所に

よっては酸化して赤灰色を呈している一元山の岩石と同様に，径1㎝に達する板状斜長石斑晶

の目立っ岩石である．北北東腹で採取した標本は，鏡下では，斑晶としてアンデシン．かんら

ん石・普通輝石・鉄鉱および憐灰石を含み，石基は完晶質で，長さO．1㎜前後の柱状才リゴク

レス’アルカリ長石・普通輝石・鉄鉱および燐灰石からなる．アルカリ長石はオリゴクレスを
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取り囲んで産する．これらのほかに、少量のエジリン・Z軸色が黄褐色の角閃石およびクリス

トバル石が含まれる．エジリンは単独の結晶として、あるいは普通輝石を取り囲んで産する、

摺鉢山の南東麓で採取した溶岩標本には，石基鉱物としてのエジリンおよび角閃石は見いださ

れなかった．摺鉢山の溶岩の化学組成は表1，nos．5－6に示してある．溶岩流上下の火砕岩

については細かい検討を行なわなかったが，石基がガラス質であるという点を除けば，同様な

岩石であろう．

6．ま　と　め

　硫黄島は粗面安山岩からなる火11」島で，島の北東部を占める元山，南西端の摺鉢山，および

両者を結ぶ千鳥ケ原の地峡とからなる．更新世末あるいは現世にはいってから，島の北東部

元山の位置で海底火山活動が起こり，比較的穏やかな溶岩流出とそれに引き続く爆発的な火砕

物の批出を行なった．摺鉢山の形成については不明な点が多いが，少なくとも上部の火砕丘は

陸上で形成された一局所的なドーム状隆起によって，元山地区は海面上に姿を現わし，その過

程で，摺鉢山とは砂州によってっながったものと思われる．硫黄島では，現在でも，噴気活動

・地盤隆起および断層運動が活発に行なわれている．

　終わりに，現地調査に際して色々お世話になった硫黄島調査団団員，特に第2班の方々およ

び防衛庁当局の方々，および釜岩の岩石試料を恵与下さった防災科学技術センターの高橋博第

2研究部長にお礼申し上げます．この研究に使用した岩石薄片は，地質調査所の村上正・大野

正一および官本昭正の3技官によって作成されたものである．図4の複製は同所の正井義郎技

官によって行なわれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

Corwin，G．and　H．L．Foster（1959）：Thc1957exp1osive　eruption　on　Iwo　Jima，Vo1cano　lslands・

　■1閉εグ、1oω尺8c二，257，161－171、

本間不二男（1925）：硫黄島地質見聞記．地球，4，290－309．

岩崎岩次（1936）：本邦火山の地球化学的研究（其三）．二三σ）火山の噴気孔の活動状態．目本

　化学会誌，57，255－26g．

岩崎岩次（1937）：本邦火山び）地球化学的研究（其十）　火山列島硫黄島及び北硫黄島の熔岩

　σ）化学組成．日本化学会誌，58．1269…1279．

硫黄島総合調査団（1968）：硫黄島総合調査報告．50p．（謄写印刷）．

Kaneoka，I．，N．Isshiki　and　S．Zashu（1970）：K－Ar　ages　of　the　Izu－Bonin　Is1εmds．0θoc乃θ㎜一∫o〃グ，4，

　53＿60．

菊池安（1888）：小笠原及火山群島地質摘要．東洋学芸雑誌，5，64－69．

気象庁（1970）：火山報告，9，㎞1，29および164．
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Macdonald，G．A．（1948）：Petmgエaphy　of　Iwo　Jima，3〃ムGθoム8oc．■1㎜肌，59，1009－O18．
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　77，　255－　283．

Petersen，J．（1891）1Beitr互ge　zur　Pctrographie　von　Su1phur　Is1and，Peel　Island，Hachij6und

　Miy出eshima．〃〃わ．〃α㎜わ〃＆〃ゴ∫ヱλ〃虻，VHI，59S．

佐藤博蔵（1925）：岩石地質学（増訂改版）．534p．，三星杜，東京．

Swenson，F・A・（1948）：Geo1ogy　and・groun企water　resources　of　Iwo　Jima．3〃1ムGεoム8oc、λ㎜肌，59，

　995＿1008．

豊島恕清（1925）：硫黄島の地熱と植物に就て．林業試験彙報，N皿17，79一一116．

豊島恕清（1932）：硫黄島の地熱に就て．地学雑誌，44，528－541．

辻昭治郎・栗山稔・鶴見英策（1969）：小笠原諸島調査報告、国土地理院時報，第37集，1－

　18、
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